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Ⅰ 研究の成果(1000字 程度)

(図表も含 めて分か りやす く記入のこ と)

【研究の背景 ・目的】

一 日の大半を室内で過 ごす我々に とり
、室内空間を構成する材料(室 内材料)の 選定は

利便性のみな らず、健康影響 の見地か らも重要である。そ こで、室内材料に起因す る汚染

物質による健康影響 の評価 を行 うことで、室内材料 として望まれ る材料の選 定基準 につい

て、利便性vs健 康影響の観点か ら包括的な提案 が必要である。本研究では、室内汚染物質

による健康影響 の評価 を担当 した。

現在問題 となっている室内汚染物質による健康影響 として、化 学物質過敏症が挙 げ られ

る。 しか し、化学物質過敏症の病態 は未 だ明 らかになっていない。そ こで、本研究 では、

化学物質過敏症の病態 に関 して新 たな知 見を得 るこ とを 目的 とし、生体の様 々な情報 を含

み、且つ非侵襲的に採取できる呼気に着 目し、化学物質過敏症患者の呼気分析 を行 った。

【測定概要】

被験者 ：化学物質過敏症患者6名+健 常者1名

測定場所 ：北里研究所病院臨床環境医学センタークリーンルー ム内

測定タイ ミング ：診察後(ク リー ンルーム入室か ら1～2時 間程度)呼 気 を採取

測定対象 ：VOC類

【結果 】

吸着剤 に捕集 した呼気中VOC類 をGC-MSで 分析 し、得 られたクロマ トグラフのピーク

を積分 してtoluene濃 度に換算 した。構造別に合計 した値 をTable1に 示す。

その結果、患者によって呼気中

に検出される物質の種類 と濃度

が異なることがわかった。患者B

に関 しては、ケ トン類 とアルデ ヒ

ド類が比較的多く検出され、代謝

産物の蓄積が示唆された。また、

患者Fは ほとんどVOC類 が検出

されなかった。

【考察】

化学物質過敏症 は、患者 によって症状の種類、症状 を引き起 こす物質 ・濃度 が異なるた

め、室内材料 を選定する ときに患者 それぞれの選定基準が必要であると考 え られ る。 呼気

分析 の結果 は患者 によって異な り、患者それぞれ病態の特徴を表 している可能性がある。

そこで、今後は、患者 の病態の特徴 を明 らかに し、症状を発 現 しないための材料 を選定す

る基準 として、呼気分析が利用可能か どうか更なる検討 をす る必要がある。



氏 名 水越 厚史

Ⅱ(1)学 術雑誌等 に発表 した論文A(掲 載を決定 されたものを含む.)

共著の場合、 申請者 の役割 を記載する こと.

(著者、題名、掲載誌名、年月、巻号、頁 を記入)
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Ⅱ(2)学 会 において 申請者が 口頭発表 もしくはポスター発表 した論文

(共同研究者(全 員の氏名)、 題名、発表 した学会名、場所、年月を記載)

1)水 越厚史、熊谷一清、篠原 直秀、藤井実、柳沢幸雄 呼気分析 による環境 中

VOC類 への曝露評価 第13回 臨床環境医学会総会 旭川2004年7月

2) A. Mizukoshi, K. Kumagai, N. Shinohara, M. Fujii, Y. Yanagisawa, 

Exposure Assessment to VOCs by Breath Analysis, International Society of 

Exposure Analysis 14th annual conference (ISEA2004) Philadelphia 2004 
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